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	シカ肉の生食によるＥ型肝炎食中毒

厚生労働省は８月１日に、野生のシカ肉を生食したことによりE型肝炎に感染したと発表しました。本事件は、E型急性肝炎発症と特定の食品の摂取との直接的な関係が確認された最初の事例と考えられます。そこで、事件の概要と、E型肝炎の基礎知識をまとめました。

シカ肉の生食によるＥ型肝炎食中毒の概要
　　平成15年４月16日に兵庫県内の44歳の男性が発熱、吐き気等の症状で来院し、急性肝炎と診断された。29日までに２家族４名が急性肝炎と診断された。調査の結果、２月22日に野生のシカ肉を生食しており、冷凍保管されていた生シカ肉からE型肝炎ウイルス（HEV）を検出した。患者３名とシカ肉のHEVの遺伝子塩基配列が100％一致した。１名は99.7％一致した。国内で初めての食品（生シカ肉）とヒトの発症との関連が判明したE型肝炎ウイルス食中毒であった。

鳥取県で１月下旬にイノシシの肝臓を生食した男性２名が約６週間後にＥ型肝炎を発症、うち  70歳の男性が死亡し、イノシシが感染源として最も疑われている。

Ｅ型肝炎の基礎知識
１．病原ウイルス  E型肝炎ウイルス（Hepatitis E virus、未分類）

２．感染経路      経口（A型肝炎ウイルスと同じ）

３．潜伏期間      ２～９週間（平均６週間）

４．症    状　　　A型肝炎に類似し、高率に黄疸を伴う。平均６週間後に倦怠感、発熱、吐き気・悪心・腹痛等の消化器症状、肝腫大、肝機能の悪化（トランスアミラーゼ上昇・黄疸）が出現。まれに劇症化する場合がある。

E型肝炎の特徴として、妊婦で、特に妊娠第三期に感染した場合、致死率が20％に達するという報告がある。

５．予防方法    　ウイルスに汚染された食物、水の摂取によって感染。予防には手洗い、飲食物の加熱が必要。野生動物の肉の生食は避ける。

                  E型肝炎流行地域へ旅行する場合、清潔の保証がない飲料水(氷入り清涼飲料を含む)、非加熱の貝類、自分自身で皮をむかない非調理の果実・野菜をとらないよう注意する。
６．国際的な発生状況    中央アジアでの流行は秋、東南アジアでは雨期に、広範囲に洪水が起こった後に発生するといわれている。インド、中央アジア、中国、北アフリカ、メキシコなどでも水系感染による大流行が報告されている。
７．日本での感染状況　　　感染症発生動向調査では1999年４月～2002年９月に報告された事例　は７例だが、ほぼ同期間に論文・学会等で10例以上が発表されている。

８．日本人の抗体保有率　　日本人の平均抗体保有率　4.2％（国立感染症研究所）

９．動物の感染状況　　　兵庫県事例の調査で、ＨＥＶが検出されたもののほかに、あと２個体も保存されていたが、その２個体からはＨＥＶを検出していない。

　　　　　　　　　　　　最近の豚の調査では生後60日の豚73頭中２頭、生後90日の豚22頭中１頭からＨＥＶ遺伝子を検出している。

参考文献　厚生労働省通知：生シカ肉を介するＥ型肝炎ウイルス食中毒事例について
http://www.mhlw.go.jp/houdou/2003/08/h0801-4.html
　　　　　米国ＣＤＣ：Ｅ型肝炎　http://www.cdc.gov/ncidod/diseases/hepatitis/e/index.htm
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